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シシュュロローーダダーー  
厳厳選選ググロローースス・・ジジャャパパンン  

第29期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2024年９月10日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー厳選グロース・ジャパン」は、

2024年９月10日に第29期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2010年５月28日から2028年３月10日まで 

運 用 方 針 
信託財産の中長期的な成長を目的として
積極的な運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 
シュローダー厳選グロー
ス・ジャパン・マザーファ
ンド受益証券とします。 

シュローダー 
厳選グロース・ 
ジ ャ パ ン ・ 
マザーファンド 

中長期で高い利益成長を
実現できると期待される
日本企業の株式とします。 

組 入 制 限 

当ファンドの 
シュローダー 
厳選グロース・ 
ジ ャ パ ン ・ 
マザーファンド 
組入上限比率 

制限を設けません。 

シ ュ ロ ー ダ ー 
厳 選 グ ロ ー ス ・ 
ジ ャ パ ン ・ 
マザーファンドの 
株式および外貨建 
資産の組入上限比率 

株式への投資は制限を設
けません。 
外貨建資産への投資は純
資産総額の30％以内とし
ます。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年３月10日および９月10日。
ただし当該日が休業日の場合は翌営業
日）に、利子・配当収入と売買益（評価損
益を含みます。）等から基準価額水準、市
況動向等を勘案しながら決定します。 
なお、分配を行わない場合があります。 

 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

25期(2022年９月12日) 27,467 0 6.8 97.1 － 390 

26期(2023年３月10日) 26,686 0 △ 2.8 96.9 － 378 

27期(2023年９月11日) 29,999 0 12.4 97.8 － 420 

28期(2024年３月11日) 32,449 0 8.2 98.5 － 431 

29期(2024年９月10日) 30,520 0 △ 5.9 97.6 － 378 
 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 

（注） 当ファンドはベンチマークおよび参考指数はありません。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2024年３月11日 32,449 － 98.5 － 

３月末 33,266 2.5 98.1 － 

４月末 32,594 0.4 97.3 － 

５月末 32,535 0.3 98.1 － 

６月末 33,522 3.3 97.1 － 

７月末 33,375 2.9 98.6 － 

８月末 32,294 △0.5 97.7 － 

(期  末)     

2024年９月10日 30,520 △5.9 97.6 － 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 

（注） 当ファンドはベンチマークおよび参考指数はありません。 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

○運用経過 (2024年３月12日～2024年９月10日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2024年３月11日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首32,449円でスタートした基準価額は、30,520円（分配後）で期末を迎え、期首比5.9％（分配金再投資

ベース）の下落となりました。 

日本株式市場全般に横這い圏で推移していましたが、期末にかけて急落、急反発と激しい値動きを見せまし

た。結果的に期を通じて見ると下落しました。一方で、バリュー株が優位となる市場環境が継続する中で基準

価額も下落し、市場に出遅れる結果となりました。 

国内におけるＩＴサービス需要が堅調な推移となっていることが好感された野村総合研究所、堅調な業績

動向ならびに、株主還元の拡充が材料視された東京海上ホールディングス、人気タイトルの新作投入への期待

感などが追い風となったカプコン等で株価が上昇したことにより、ファンドのリターンにプラスに貢献しま

した。一方で、中国景気に対する懸念などが重しとなったＳＭＣ、円高の進行を背景に、トヨタ自動車の株価

が軟調な推移となったことから連れ安した豊田自動織機、成約数が期待を下回るなど、コンサルタントの生産

性鈍化に対する懸念が強まった日本Ｍ＆Ａセンターホールディングスなどで株価が弱く、マイナスに影響し

ました。 

 

期中の基準価額等の推移 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

 

日本株式市場は、海外投資家による買いと堅調な企業業績を背景に、2024年３月後半まで堅調な推移となり

ました。春闘における高い賃上げ率が確認されて日銀がマイナス金利政策の解除を決定したことは、デフレか

らの脱却を想起させ、波乱なく消化されました。３月下旬から４月後半にかけては上昇一服となりました。米

国の消費者物価指数や小売売上高が市場予想を上回り、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）の利下げ期待が後退

したことによる米国長期金利の上昇や、中東情勢の悪化懸念が株価の重荷となりました。４月下旬から７月中

旬にかけては中東情勢の落ち着き、米国長期金利の低下、円安の継続などが下支えとなり、日本株式市場は再

び上昇局面に回帰しました。７月には日経平均株価が史上最高値を再度更新するとともに、ＴＯＰＩＸも1989

年末に記録した史上最高値を上回りました。７月後半に入ると、円高の進行に伴い自動車など輸出関連銘柄が

売られて下落に転じました。月末の31日には、日銀が国債買い入れの減額計画に加え政策金利の0.25％への引

き上げを発表しました。８月に入ってからは、日銀の追加利上げペースに対する警戒感や、米国の経済指標の

軟化を受けて円高が加速、連れて日本株式市場は歴史的な急落を記録しました。８月５日の下落率や、それま

での３営業日累計の下落率は株式市場の歴史に照らしても最大級のものとなりました。８月６日には自律的

な反発により全面高の展開となり、その後も日銀副総裁の発言が追加利上げに対して慎重と受け止められた

こと、米国の景気後退懸念が行き過ぎであったとの見方が広まったことなどから期末にかけて急速な反発を

見せました。 

 

 

 
中長期で持続的な利益成長を達成することができる競争優位性と独自の成長ドライバーを持った日本企業

を厳選したポートフォリオを構築しています。世界トップシェアで高収益かつ持続的成長が見込まれる「グ

ローバル・ニッチ・トップ」、将来のリーディング企業として今後の成長が期待される「ネクスト・リーディ

ング・カンパニー」、市場で見過ごされている株価の上昇余地が大きい「ノン・コンセンサス・グロース」と

いった特徴あるグロース企業を厳選して集中的に投資しています。 

グローバルな基準で見た競争優位性や企業独自の成長要因を重視した銘柄選択を行った結果、業種別には

「情報・通信業」、「機械」、「電気機器」等の投資配分が大きくなっています。個別の保有銘柄では、エレクト

ロニクス、ゲーム、音楽、映画、金融事業などからなる複合企業で高い成長力が期待できるソニーグループ、

ソリューション提案型の営業に強みを持つファクトリーオートメーション大手のキーエンス、工場自動化で

の需要が強い空気圧機器の世界トップメーカーであるＳＭＣ、国内最大規模の事業コンサルティング部隊に

強みを有するＩＴサービス大手である野村総合研究所等、38銘柄となっています。 

主な投資行動では、新興国など海外市場における拡販が期待できるカプコンや、北米における船外機需要の

回復ならびに販売単価の上昇による業績成長を期待しヤマハ発動機を新規に組み入れました。一方で、銘柄入

れ替えを進めた結果、ＮＩＴＴＯＫＵ、プレステージ・インターナショナル、イー・ギャランティ、日本新薬、

ストライクを全売却としました。 

 

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドが主要投資対象としているシュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンドの

運用について 



品 名：90020_100708_029_03_シュローダー厳選グロース・ジャパン_1030010.docx 

日 時：2024/10/16 11:00:00 

ページ：4 

― 4 ― 

シュローダー厳選グロース・ジャパン 

  

 
 

 

当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

 

収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第29期 

2024年３月12日～ 
2024年９月10日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 22,918  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

今後の日本株式市場については、長期的には強気の見方を維持しており、国内景気や企業業績は堅調です

が、短期的には米国景気の減速など海外のリスク要因にも注意が必要だとみています。日本企業の業績に関し

ては、2024年度４-６月期の決算は円安効果もあり前年比で２桁増益と堅調なスタートとなりました。足元で

円高が進行しているものの、足元のドル円レートは会社前提並みのレベルで、過度な円高進行が生じなければ

４期連続の過去最高益の更新は可能とみています。一方、マクロ面では、米国の利下げ開始によりソフトラン

ディングが可能かどうかという点が最大の焦点になっています。日本株式については、６月の実質賃金が27か

月ぶりにプラスとなり、４-６月期のＧＤＰ（国内総生産）においても５四半期ぶりに個人消費がプラスにな

るなど内需の回復を見込める状況で、目先は底堅い相場展開を予想します。 

引き続き、独自の成長要因を持ち、中長期で高い利益成長が期待できる企業の中から、業績見通しや成長の

持続性に加えて、マクロ環境の変化に対する収益の安定性や株価バリュエーション（価値評価）にも留意した

うえで、中長期の視点で上昇余地が見込める銘柄への保有を増やしていく方針です。不安定な市場環境でプレ

ミアム評価が剥落している有望な企業にも注目して投資機会を探っていきます。今後も企業の競争優位性と

長期成長ドライバーを重視する独自の銘柄選択基準で、グローバルで通用する高い競争力を有し、持続的・構

造的な成長要因を持ったグロース企業を厳選して集中投資して参ります。引き続き、特徴あるグロース企業を

厳選した運用ポートフォリオを構築し、長期の運用パフォーマンス向上に繋げていきたいと思います。 

 

  

分配金 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

○１万口当たりの費用明細 (2024年３月12日～2024年９月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 263  0.800  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (127)  (0.386)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・ 運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） (127)  (0.386)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） (  9)  (0.028)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.012   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.012)   

（c） そ の 他 費 用 18   0.054   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.006)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 16)  (0.048)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  ・その他は、金銭信託手数料等 

 合 計 285   0.866    

期中の平均基準価額は、32,931円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.71％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

○売買及び取引の状況 (2024年３月12日～2024年９月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンド 460 2,357 6,676 34,087 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年３月12日～2024年９月10日) 

 

項 目 
当 期 

シュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 118,917千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 403,622千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.29   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年３月12日～2024年９月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2024年９月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンド 85,184 78,968 382,407 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

○投資信託財産の構成 (2024年９月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンド 382,407 100.0 

コール・ローン等、その他 72 0.0 

投資信託財産総額 382,479 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年９月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 382,479,189   

 シュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンド(評価額) 382,407,150   

 未収入金 72,039   

(B) 負債 3,559,455   

 未払解約金 72,039   

 未払信託報酬 3,264,042   

 その他未払費用 223,374   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 378,919,734   

 元本 124,153,014   

 次期繰越損益金 254,766,720   

(D) 受益権総口数 124,153,014口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 30,520円 
 

［元本増減］ 

期首元本額 132,855,632円 

期中追加設定元本額 733,284円 

期中一部解約元本額 9,435,902円 
 

○損益の状況 (2024年３月12日～2024年９月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △ 20,447,922   

 売買益 318,681   

 売買損 △ 20,766,603   

(B) 信託報酬等 △  3,487,416   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △ 23,935,338   

(D) 前期繰越損益金 227,216,123   

(E) 追加信託差損益金 51,485,935   

 (配当等相当額) (   49,192,153)  

 (売買損益相当額) (    2,293,782)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 254,766,720   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 254,766,720   

 追加信託差損益金 51,485,935   

 (配当等相当額) (   49,194,217)  

 (売買損益相当額) (    2,291,718)  

 分配準備積立金 235,347,416   

 繰越損益金 △ 32,066,631   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金

（49,194,217円）および分配準備積立金（235,347,416円）より

分配対象収益は284,541,633円（10,000口当たり22,918円）です

が、当期に分配した金額はありません。 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 

＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配
金）、残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
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シュローダー厳選グロース・ジャパン 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2024年９月10日現在) 

＜シュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンド＞ 
 下記は、シュローダー厳選グロース・ジャパン・マザーファンド全体(78,968千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

化学（3.6％）    

信越化学工業 1.1 2.4 13,375 

医薬品（5.4％）    

日本新薬 1.2 － － 

中外製薬 2.1 1.9 12,509 

参天製薬 5 4.1 7,429 

ゴム製品（2.2％）    

ブリヂストン 1.6 1.5 8,062 

機械（9.0％）    

ＮＩＴＴＯＫＵ 3.4 － － 

ＳＭＣ 0.2 0.2 11,752 

ハーモニック・ドライブ・システムズ 2.1 2 6,150 

ダイキン工業 0.6 0.4 6,770 

マキタ 1.8 1.9 8,726 

電気機器（16.2％）    

イビデン 1 1 4,188 

ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＬＥＣＴＲＩＣ 1 1.4 4,417 

ニデック 1.2 1.6 9,110 

ソニーグループ 1.6 1.4 18,473 

キーエンス 0.3 0.3 19,041 

太陽誘電 1.7 1.6 4,775 

輸送用機器（7.2％）    

豊田自動織機 1.1 1.1 11,726 

スズキ 2.3 4.5 6,882 

ヤマハ発動機 － 6.5 7,884 

精密機器（3.1％）    

ＨＯＹＡ 0.7 0.6 11,409 

その他製品（7.6％）    

フルヤ金属 0.5 2 7,590 

バンダイナムコホールディングス 2.4 2.5 8,135 

タカラスタンダード 4.9 4.9 7,609 

オカムラ 3.5 2.4 4,826 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

情報・通信業（15.6％）    

ビジョナル 0.8 0.7 6,461 

野村総合研究所 3 2.8 14,576 

大塚商会 2 3.8 13,524 

ＡＮＹＣＯＬＯＲ 1.9 1.6 3,697 

カプコン － 3 9,957 

ソフトバンクグループ 1.2 1.2 9,411 

小売業（6.9％）    

パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス 3.6 3.2 11,958 

ニトリホールディングス 0.6 0.6 13,404 

銀行業（3.5％）    

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 9 9 13,009 

保険業（4.8％）    

東京海上ホールディングス 4 3.5 17,885 

その他金融業（4.2％）    

オリックス 4.6 4.5 15,435 

イー・ギャランティ 4 － － 

不動産業（1.9％）    

パーク２４ 4 4 7,096 

サービス業（8.8％）    

日本Ｍ＆Ａセンターホールディングス 9.9 12.8 8,171 

エムスリー 2.1 2 2,693 

プレステージ・インターナショナル 11.6 － － 

ジャパンマテリアル 4.9 5.4 8,969 

リクルートホールディングス 2 1.5 12,783 

ストライク 1.8 － － 

合 計 
株 数 ・ 金 額 112 105 369,876 

銘柄数＜比率＞ 41 38 ＜96.7％＞  
（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 評価額欄の< >内は、このファンドが組入れている親投資信託

の純資産総額に対する評価額の比率。 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
 

 

国内株式 
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